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ii 英語のサークル。English Speaking Societyの略称。
iii （立命館大学）政策科学部のこと。
iv 関西大学商学部のH君。
v インターネット上の雑誌のこと。
vi 1997年12月11日に京都で，「気候変動枠組条約第３回締約国会議」（通称COP3，京都会議）が開催された。そ
こでは，先進国および市場経済移行国の温室効果ガス排出の削減目的を定めた「京都議定書」が採択された。京
都議定書は，21世紀以降，地球温暖化問題に対し人類が中長期的にどのように取り組んでいくのかという道筋の
第一歩を定めたものであった。
－34－
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部　　　　回生
（問１）今日のあなたの活動をふりかえって，何を議論したか，あなたはそこで何を考えたか，何
を感じたかを書いてください。
資料２
『大学における学びの探求』リフレクションシート（平成14年５月７日）
－35－
（問２）今日の授業で，あなたにとっての意味ある気づきや発見が何か得られましたか。次のいず
れかに○をしてください。
＊どんなささいなことでもけっこうです。
得られた　・　得られなかった
「得られた」と○した人は，下の「問３」へお進み下さい。
「得られなかった」と○した人は，「問４」へお進み下さい。
（問３）問３で「得られた」と答えた人にお尋ねします。
a その気づきや発見とは何ですか。
s それはどのようなきっかけで得られましたか。
d あなたにとってその気づきや発見はどのような意味がありましたか。
p.4へお進み下さい
－36－
（問４）問３で「得られなかった」と答えた人にお尋ねします。
――　どうして，あなたにとっての意味ある気づきや発見が「得られなかった」のでしょ
うか。考察してください。
－37－
（問５）今日の反省をふまえて，次週はこんな課題や問題をさらに追求してみたい，あるいはこんなことを議論し
てみたいということを挙げてください。
（問６）ディスカッション・グループの他のメンバーに対して，感想や意見を送ってあげてください（次週その人
のリフレクションシートに貼ります）。
＊良かったところを中心に書いてください。また各ポストイットの（上に）相手の名前を，（下に）自分の
名前を必ず書くこと。
